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る
。
三
島
の
街
を
ど
の
よ
う

な
街
に
し
た
い
の
か
、
市
民

の
求
め
る
も
の
は
何
か
、
歴

史
や
文
化
的
な
側
面
か
ら
ど

う
あ
る
べ
き
か
等
、
全
国
的

な
景
気
動
向
を
も
考
慮
し
て

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

現
行
計
画
が
十
分
検
討
さ
れ

た
も
の
か
ど
う
か
疑
問
が
残

る
。
失
敗
は
許
さ
れ
な
い
。 

 

 
当
初
構
想
は
変
更
さ
れ
縮
小
さ
れ

た
。
現
行
案
で
は
、
商
業
棟
の
物
販
フ

ロ
ア
が
１
・
２
階
に
縮
小
し
た
。
３
階

サ
ー
ビ
ス
フ
ロ
ア
は
公
共
床
も
検
討

し
て
い
る
。
４
階
は
健
康
施
設
、
５
～ 

今
の
世
の
中
「
絶
望
的
」
な

こ
と
が
多
い
。毎
年
の
自
殺
者

は
３
万
人
を
超
え
る
。経
済
弱

者
が
特
に
若
者
に
増
え
て
い

る
。
国
は
借
金
ま
み
れ
（
債
務

は
つ
い
に
１
０
０
０
兆
円
近

く
に
な
っ
た
）
で
、
東
海
大
地

震
も
必
ず
来
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。国
家
破
綻
を
真
剣
に
憂

え
る
時
が
来
て
い
る
。 

中
で
も
計
り
知
れ
な
い
生

命
を
奪
う
で
あ
ろ
う
東
海
大

地
震
の
被
害
は
、原
発
を
止
め

る
こ
と
で
か
な
り
緩
和
さ
れ

る
は
ず
だ
。
１
月
９
日
現
在
、

浜
岡
原
発
は
全
機
が
停
止
中
。

１
、
２
号
機
廃
炉
、
３
、
４
号

機
点
検
中
、
５
号
機
は
地 

 

震
動
、
波
力
、
大
気
熱
、
地
熱
、

薪
、
バ
イ
オ
燃
料
、
潮
汐
力
、

等
々
。二
酸
化
炭
素
を
出
さ
な

い
も
の
が
多
く
、有
害
物
質
や

放
射
性
廃
棄
物
を
出
さ
な
い
、

災
害
等
の
影
響
が
少
な
い
、小

規
模
設
備
で
廃
棄
、リ
サ
イ
ク

ル
が
容
易
な
ど
の
長
所
が
あ

る
。 

 

三
島
に
は
ど
ん
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
い
い
だ
ろ
う
か
。ま
ず

は
各
家
で
太
陽
光
パ
ネ
ル
。特

に
新
築
、公
共
の
所
は
義
務
づ

け
る
。農
業
用
水
で
小
水
力
発

電
は
ど
う
だ
ろ
う
。近
隣
市
町

村
が
協
力
し
あ
い
地
域
の
特

性
に
あ
っ
た
も
の
を
リ
ス
ク

も
考
え
他
種
類
組
み
合
わ
せ

る
の
も
良
い
だ
ろ
う
。
（
例
え

ば
風
力
発
電
も
低
周
波
、騒
音

問
題
等
が
設
置
場
所
に
よ
っ

て
起
き
て
い
る
の
で
、十
分
考

  
 

│ 

ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命 

│ 
 

月
し
ろ
く
静
か
な
夜
に
聴
く
曲
は
舘
野
泉
の
ピ 

ア
ノ
曲
い
く
つ
か │ 

舘
野
泉
「
左
手
の
た
め
の
ピ
ア
ノ
曲
」
│ 

 

街
に
住
む
は
と
き
に
淋
し
き
ス
ー
パ
ー
の
揃
え 

 

く
れ
た
る
七
草
の
粥
炊
く   

夕
暮
れ
て
古
書
の
匂
え
る
神
保
町
岩
波
ホ
ー
ル 

を
左
に
折
れ
て 

  
                        

 

理
念
な
く
粗
い
こ
と
ば
が
た
だ
続
く
総
理
よ
熱 

い
お
も
い
を
語
れ 

│ 

施
政
方
針
演
説
を
聴
い
て 

│ 
 

こ
の
空
の
果
て
を
ア
ラ
ブ
の
人
ら
抗
う
花
束
投 

げ
た
し
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命 

              

浅
野
和
子 

   

efefefefefefegef efefefefefefegef 

慮
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
） 

老
い
も
若
き
も
知
恵
を
出

し
合
う
。
き
っ
と
多
様
な
方

法
が
実
現
で
き
る
こ
と
だ
ろ

う
。
売
電
で
き
る
よ
う
に
ま

で
な
れ
ば
市
の
借
金
も
少
し

は
減
ら
せ
る
か
も
知
れ
な

い
。
日
本
に
は
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
用
し
地
元
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
自
給
率
が
１
０
０
％

を
超
え
て
い
る
市
町
村
が
５

７
カ
所
も
あ
る
。（
熊
本
県
五

木
村
で
は
小
水
力
で
１
６
８

５
％
） 

日
本
だ
け
で
は
な
く
地
球

規
模
で
生
き
る
物
を
破
滅
に

追
い
や
る
原
発
は
要
ら
な

い
。
原
発
震
災
と
い
う
絶
望

は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

の
発
電
へ
の
道
を
切
り
開
く

こ
と
で
希
望
に
変
え
る
こ
と

が
出
来
る
。 
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震
で
停
止
中
。
で
も
、
停
電
で

困
っ
た
と
い
う
話
は
聞
か
な

い
。
そ
れ
で
大
丈
夫
な
ら
、
こ

の
ま
ま
停
止
し
て
い
て
も
ら

お
う
。そ
の
間
に
先
進
各
国
の

な
か
で
も
日
本
で
の
普
及
が

低
す
ぎ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー（
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
も

い
う
）の
利
用
に
全
力
投
球
し

よ
う
。再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
は
、自
然
現
象
に
由
来
し
長

期
間
に
わ
た
り
枯
渇
し
な
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
指
す
。具
体

的
に
は
太
陽
光
、
太
陽
熱
、
水

力（
特
に
農
業
用
水
な
ど
の
小

水
力
）
、
風
力
、
海
流
、
放
射

冷
却
、海
洋
温
度
差
、氷
雪
熱
、

水
流
の
渦
、雨
の
落
下
に
よ
る 

 

予
算
規
模
は
お
お
よ
そ
１

５
０
億
円
、
そ
の
う
ち
約

30
％
の
50
億
円
位
は
国
、

県
及
び
市
か
ら
の
補
助
金
。

補
助
金
の
負
担
割
合
は
国

1/2
、
県
1/4
、
市

1/4
で
あ

る
。 

 

事
業
を
進
め
る
の
は
市
を

中
心
と
し
た
地
権
者
等
に
よ

る
組
合
だ
が
、
市
の
担
当
者

は
平
成
23
年
前
半
に
都
市

計
画
決
定
を
行
い
、
後
半
ま

で
に
は
正
式
組
合
を
立
ち
上

げ
た
い
と
の
こ
と
。
順
調
に

進
め
ば
平
成

25
年
中
に
着

工
、
27
年
末
に
完
成
の
見
通

し
と
い
う
。
一
方
、
再
開
発

と
駅
南
北
自
由
通
路
は
一
体

と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
、
現
状
で
は
自
由

通
路
の
実
現
性
は
未
定
だ
。 

問
題
は
、
本
当
に
事
が
う

ま
く
進
む
か
ど
う
か
、
全
国

に
は
失
敗
例
も
多
く
、
そ
の

一
つ
に
、
昨
年
10
月
末
に
開

業
し
た
甲
府
市
の
駅
前
再
開

発
ビ
ル
が
あ
る
。 

中
心
市
街
地
活
性
化
の
起

爆
剤
と
し
て
、
約
１
０
７
億 

 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

て
話
題
に
な
っ
た
『
ひ
と
り

団
地
の
一
室
』
と
い
う
番
組

が
あ
っ
た
。 

内
容
は
、
千
葉
県
の
あ
る

団
地
で
、
死
後
３
か
月
経
っ

た
男
性
の
遺
体
が
見
つ
か
っ

た
。
男
性
は
当
時
50
歳
、
病

気
で
職
を
失
っ
た
あ
と
家
族

と
別
居
し
、
一
人
で
暮
ら
し

て
い
た
。
周
り
の
誰
か
ら
も

気
づ
か
れ
な
い
ま
ま
死
ん
で

行
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
“
孤
独

死
”。
今
、
全
国
で
こ
の
よ
う

な
孤
独
死
が
相
次
い
で
い

る
。
一
人
世
帯
は
こ
の
５
年

で
12
％
増
え
、
全
世
帯
数
の 

 

３
割
に
達
し
て
い
る
と
い

う
。
近
所
に
付
き
合
い
や
話

し
相
手
の
い
な
い
孤
立
老
人

が
増
え
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
「
無
縁
社
会
」
は
ジ
ワ
ジ

ワ
と
知
ら
ぬ
間
に
私
達
の
周

り
に
広
が
り
始
め
て
い
る
。 

 

高
度
成
長
期
、
日
本
の
若 

   

者
の
多
く
は
田
舎
の
煩
わ
し

い
生
活
か
ら
、
核
家
族
に
自

由
と
幸
福
を
も
と
め
、
他
人

や
地
域
に
束
縛
さ
れ
な
い
大

都
会
で
の
生
活
を
求
め
た
。

面
倒
な
近
所
付
き
合
い
は
止

め
、
お
金
と
仕
事
だ
け
の
人

間
関
係
を
築
い
て
き
た
。 

 

三
島
市
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い
る
三
島
駅
南
口
東
街

区
再
開
発
事
業
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
商
業
ス
ペ

ー
ス
の
床
買
取
を
進
め
て
い
た
イ
オ
ン
が
断
念
し
た
後
、
１

年
以
上
に
渡
り
進
行
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ

こ
に
来
て
、
公
募
の
中
で
有
力
業
者
が
現
れ
る
可
能
性
が
出

て
、
事
態
が
動
き
始
め
る
と
の
こ
と
だ
。
し
か
し
…
。 

三島駅南口再開発大丈夫？ 
「イーラde」になるなら「イーラnai」 

 みしま・源氏物語を読む会 
と  き： 毎月第１・３月曜日（月２回）  

午前 10 時 15 分～１１時 45 分       
 ところ： 三島商工会議所・会議室 
 内 容：『源氏物語』 使用テキスト・角川文庫    
 会 費： 月 2000 円 （テキスト・資料代･講師料等含む）

＊使用テキスト等は会で用意します。 

問い合わせ： 『源氏物語を読む会』 055－972-4953  

６
階
は
専
門
学
校
、
保
育
園
、
ま
た
５

５
５
台
の
駐
車
場
は
市
が
確
保
す
る
。

住
居
棟
は
30
階
建
て
２
２
９
戸
の
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
と
な
る
。
当
初
構
想
に

あ
っ
た
ホ
テ
ル
部
分
は
消
え
た
。 

し
た
生
活
を
続
け
る
人
々
が

増
え
て
い
る
。 

そ
れ
は
単
に
独
居
老
人
だ

け
で
な
く
、
若
い
人
た
ち
に

も
広
が
っ
て
い
る
。
ア
ル
バ

イ
ト
や
派
遣
で
し
か
働
き
口

が
無
く
、
結
婚
し
た
く
て
も

結
婚
出
来
な
い
若
者
。
貧
困

化
の
中
で
、
ニ
ー
ト
や
引
き

こ
も
り
も
増
え
、
社
会
の
中

で
孤
立
化
し
て
い
る
。 

 

戦
後
の
経
済
至
上
主
義
の

流
れ
の
中
で
、
我
々
は
会
社
以

外
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く

る
時
間
も
余
裕
も
無
い
ま
ま
、

家
族
と
会
社
だ
け
の
人
間
関

係
を
築
い
て
き
た
。
大
家
族
や

地
域
の
共
同
体
は
解
体
し
、
お

金
と
サ
ー
ビ
ス
だ
け
が
売
り

 

買
い
さ
れ
る
関
係
で
社
会
が

成
り
立
つ
。
気
が
付
け
ば
、
人

間
ら
し
い
、
社
会
性
の
あ
る
生

き
方
や
、
生
活
の
あ
り
方
が
失

わ
れ
て
し
ま
っ
た
。 

先
進
国
の
中
で
、
社
会
的
孤

立
を
比
較
し
た
デ
ー
タ
に
よ

る
と
、
家
族
以
外
に
人
と
会
う

頻
度
に
つ
い
て
調
べ
た
結
果
、

日
本
で
は
16
％
が
殆
ど
人
と

会
わ
な
い
と
さ
れ
る
。
他
の

国
々
に
比
べ
て
非
常
に
多
い
。

ア
メ
リ
カ
や
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ

リ
ス
な
ど
は
６
％
～
２
％
程

度
だ
と
い
う
。
人
と
人
が
協
力

し
あ
い
、
支
え
あ
っ
て
生
活
す

る
こ
と
が
忘
れ
去
ら
れ
、
日
本

は
今
、
孤
立
し
た
無
縁
社
会
に

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。 

 

 

 

も
う
何
年
か

前
だ
が
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
で
放
映
さ
れ 

そ
れ
は
便
利
で
効
率
的
な

も
の
で
あ
っ
た
が
、
代
わ
り

に
人
と
の
つ
な
が
り
や
様
々

な
縁
を
断
ち
切
る
関
係
で
も

あ
っ
た
。
子
供
が
独
立
し
、

定
年
退
職
し
た
後
、
連
れ
合

い
が
亡
く
な
る
と
、
誰
と
も

つ
な
が
り
の
無
い
孤
立
し
た 

   個
人
と
し
て
放
り
出
さ
れ

る
。
そ
う
し
て
世
間
か
ら
忘

れ
去
ら
れ
、
人
生
を
ひ
っ
そ

り
と
終
え
る
こ
と
と
な
る
。 

人
と
の
つ
な
が
り
や
地
域

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
失
く

し
、
何
日
も
他
人
と
言
葉
を

交
わ
す
こ
と
も
無
く
、
孤
立

イ
ト
や
派
遣
で
食
い
つ
な

  

郷
土
資
料
館
建
替
計
画 

 

劇団 NLT    伊豆市民劇場 

「嫁も姑も皆幽霊」 
老舗の和菓子屋の若旦那は、恋愛小説家で家 
業は職人にまかせっきり。20 歳近く若い娘と
再婚し、新婚気分満喫中だ。そこへ先妻の幽 
霊が現れた。 
作・演出：池田政之 
出演：田村亮／音無美紀子／川端槙二ほか 

■開催日：2011 年 2月 7日（月） 

■時間：開演 18：30 
■会場：三島市民文化会館大ホール 
料金：会費制・入会金 2,000 円 

会費 3,000 円／学生 1,300 円 
TEL：055-975-5455 

FAX：055-981-342 

あ 

ら 

 

共
同
体
崩
壊
の
後
に
来
る
も
の 

   

無
縁
社
会
と
孤
独
死 

原
発
は
い
ら
な
い
（
25
） 

「絶
望
か
ら
希
望
へ
」 

み
し
ま
原
発
を
学
ぶ
会 

 

 

現
在
、
楽
寿
園
内
に
あ
る

郷
土
資
料
館
は
開
館
以
来

38
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
と

耐
震
不
足
で
継
続
使
用
を
考

え
れ
ば
約
1.5
億
円
の
耐
震

補
強
工
事
が
必
要
と
い
う
。

ま
た
、
新
た
に
立
て
替
え
る

に
は
３
億
円
程
度
で
可
能
と

の
こ
と
だ
。 

現
在
の
場
所
は
楽
寿
園
内

に
あ
り
、
入
館
す
る
に
は
楽

寿
園
の
入
園
料
を
払
わ
な
い

と
入
れ
な
い
の
で
不
便
で
、

入
館
者
も
少
な
い
。
そ
こ
で

市
は
思
い
切
っ
て
立
て
替
え

る
計
画
を
進
め
て
い
る
。 

こ
の
方
針
は
昨
年
、
小
池

市
長
の
時
に
決
定
し
、
こ
れ

ま
で
計
画
策
定
を
進
め
て
き 

 三島児童文学を語る会 ３７７回 

２月例会のお知らせ 
日時： ２月１９日（土） 

１３時３０分～１６時３０分 
場所：本町タワー４F 第３会議室 
テキスト：小出正吾作 

「春はどこからやってくる？」 
「冬来たらば、春遠からじ」 もうじき春の足音
が、耳を澄ますと聞こえてくる季節です。・・・ 
資料提供・講師 根橋 章 氏 
      今こそ「読み聞かせ」が大事！ 
事務局 小嶋利信 堀川尚子 山口当子 
連絡先 三島市中央町８－８ 

TEL 971-3348(山口) 

 

共
催 

日米安保５０年 パート２ 

同盟とは共に血を流すこと 
日時：２月８日（火）午後６時４５分～ 
会場：本町タワービル ４Ｆ 会議室 
内容：ＤＶＤ-安保５０年同盟への道（ＨＮＫ）

入場無料 参加者のフリートーク 第 58 回 
みしま憲法９条の会 
みしま中部憲法９条の会 
三島市民講座 
三島・田方憲法９条の会 
連絡先 975-2855（加土井）973-1189（栗原） 

971-3348（山口） 977-2016（木内） 

天木直人 元レバノン大使が語る「日米同盟」の実態 

講演：さらば日米同盟！ 
日時：３月５日（土）午後１時半開場、２時開演 
会場：三島市民生涯学習センター３階講義室 

資料代：５００円 
主 催：天木直人講演会実行委員会 
連絡先：080-1590-2751（土屋利絵） 

055-988-1926（堀） 

円
の
事
業
費
を
か
け
て
出
来

た
。
そ
の
う
ち
、
約
47
億
円

が
国
や
県
、
市
か
ら
の
補
助

金
で
、
再
開
発
事
業
の
核
と

な
る
複
合
ビ
ル
「
コ
コ
リ
」

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。 

地
下
１
階
、
地
上
20
階

建
、
９
～
20
階
は
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
。
７
、
８
階
に
は
専

門
学
校
が
入
り
、
３
～
６
階

は
駐
車
場
。
し
か
し
、
計
約

４
２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の

店
舗
面
積
の
う
ち
、
通
り
に

面
し
た
１
階
、
好
立
地
の
３

店
舗
分
計
約
２
６
０
平
方
メ

ー
ト
ル
は
空
い
た
ま
ま
。
昨

年
末
の
ク
リ
ス
マ
ス
で
も
客

は
閑
散
と
し
、
活
性
化
の
イ

ン
パ
ク
ト
に
は
な
っ
て
い
な

い
と
い
う
。
県
庁
所
在
地
で

も
あ
る
の
に
典
型
的
な
失
敗

例
だ
。 

 
全
国
的
に
も
、
20
年
続
い

て
い
る
デ
フ
レ
不
況
の
中

で
、
各
地
の
市
街
地
再
開
発

事
業
は
難
航
し
て
い
る
。
沼

津
市
の
Ｊ
Ｒ
沼
津
駅
南
口
に

08
年
３
月
開
業
し
た
複
合

再
開
発
ビ
ル
「
イ
ー
ラ
ｄ
ｅ
」 

 

で
も
、
出
店
し
て
い
る
店
舗

は
、
飲
食
店
や
百
円
均
一
等

で
、
客
も
ま
ば
ら
だ
。
第
３

セ
ク
タ
ー
方
式
の
運
営
会
社

だ
が
、
開
業
以
来
赤
字
が
続

き
、
純
損
失
が
、
２
カ
年
で

約
２
億
円
に
達
す
る
と
の
事

だ
。
駅
前
に
巨
大
な
複
合
ビ

ル
を
建
て
る
だ
け
の
再
開
発

事
業
の
多
く
は
失
敗
し
て
い 

 

た
。
検
討
の
結
果
、
場
所
は

楽
寿
園
内
の
入
り
口
付
近
、

外
か
ら
自
由
に
入
れ
る
場
所

だ
。市
当
局
の
話
で
は
、色
々

検
討
し
た
結
果
、
駅
南
口
に

近
く
、
楽
寿
園
と
連
携
し
、

市
街
地
活
性
化
の
上
で
も
最

適
地
で
あ
る
と
い
う
。
し
か

し
、
そ
こ
に
建
て
る
に
は
園

内
の
貴
重
な
樹
木
１
３
０
本

の
伐
採
、
植
え
替
え
が
必
要

だ
。
計
画
は
平
成
24
年
着
工

を
め
ど
に
進
め
ら
れ
て
い

た
。 と

こ
ろ
が
豊
岡
新
市
長
に

代
わ
り
、
２
月
２
日
の
議
員

説
明
会
で
は
、
市
民
や
議
会

へ
の
説
明
が
不
十
分
で
全
体

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ

て
い
な
い
。
ま
た
、
駅
南
口

再
開
発
や
市
街
地
活
性
化
、

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
あ
り

方
、
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク

等
の
関
係
か
ら
、
拙
速
を
避

け
、
１
年
先
延
ば
し
し
て
、

広
く
市
民
の
意
見
を
聞
き
く

べ
き
だ
と
の
話
に
な
っ
た
。 

 

 

確
か
に
、
こ
れ
ま
で
こ
の

建
替
え
計
画
は
、
通
り
一
片

の
説
明
だ
け
で
、
先
に
先
に

と
進
め
ら
れ
て
い
た
。
場
所

の
選
定
や
規
模
、
内
容
等
、

５
回
の
運
営
協
議
会
で
了
解

を
取
っ
た
だ
け
で
、
広
く
市

民
の
意
見
聴
取
は
行
っ
て
い 

 

な
い
。
た
だ
、
計
画
案
や
図

面
の
作
成
を
既
に
業
者
に
委

託
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ

て
、
ア
リ
バ
イ
づ
く
り
の
た

め
だ
け
の
意
見
聴
取
や
１
年

先
送
り
で
は
意
味
が
無
い
。

根
本
的
に
見
直
す
可
能
性
も

必
要
だ
。 

 

 

スルガ銀行駐車

楽寿園管理事 務

新館建設予定地 

資
料
館
建
設
配
置
図 

南口再開発ビル概念図 


